
理科課題研究ガイドブック 第４版改訂の趣旨 
 
 2015 年に第 3 版を刊行してから 7 年が経過し、日本の教育は今まで以上に「自ら“問い”を発

見し、主体的に問題解決をしていく」という探究的な学習を重視する方向に変化してきました。

2019 年度から、従来の「総合的な学習の時間」が「総合的な探究の時間」に衣替えし、大学入試

も 2021 年度から、これまで以上に思考力を重視した大学入試共通テストが始まりました。さら

に、2022 年春から、各学科に共通する教科として「理数」が開設され、その科目として「理数探

究基礎」および「理数探究」が始まります。これまで理数科や SSH 指定校を中心に進められてき

た課題研究が、文系・理系を問わず全ての高校生を対象として取り組まれるようになってきまし

た。 
 このような変化を背景として、「理科課題研究ガイドブック」もいくつかの項目を追加すると同

時に、探究的な学習に対応できるように改訂を行いました。以下、改訂のポイントを解説します。 
 
１．「探究的な学習」としての視点を加えた 

 本書の内容はあくまで理系分

野における課題研究ですが、「探

究とは何か」、「何のために探究す

るのか」、「様々な場面における探

究活動」といった広い視点から探

究について考え、探究活動の一つ

としての課題研究の意義を明ら

かにしました。 
 

 
２．「評価」についての項目を加えた 

 課題研究の評価はどのように行

ったらよいのか、指導者から見た評

価はもちろん、課題研究に取り組む

生徒の立場にたって、評価について

考えました。「ルーブリック」という

手法を用いることにより、課題研究

で育成される力について評価する

ことができます。その評価をもとに、

生徒自身が達成段階を認識して、課

題研究をさらに高いレベルへ進め

ていくことができます。 
 



 巻末資料として、課題研究の過程と論文についてのルーブリックを掲載しました。 
 
（３）探究の流れを整理して、各項目を再配置 

 「理数探究基礎」でも重視されている研究倫理につ

いての項目を新設すると同時に、アンケートのとり方

や研究の目的と仮説についても加筆しました。また、

全体の構成を見直して、より利用しやすい順序に並べ

替えました。 
 
（４）指導者向け資料の作成 

 指導者向けの資料として、ワークシートやチェック

シートなどを千葉大学のＨＰに掲載しました。これら

の資料をダウンロードし、さらに各学校の実情に応じて書き替えて使用することで、授業の中で

も課題研究の方法について深めていくことができます。 
 
●第４版でも引き継がれる特長 
 「理数探究基礎」については教科書が発行されますが、本ガイドブックでは第４版でも教科書

以上に生徒の目線に立った記述を重視し、実際に課題研究に取り組む生徒さんや指導される先生

方にとって現場で役に立つ副読本を目指しました。また、千葉大学の Web ページ上に掲載したフ

ァイルには索引から重要語句へのリンクを設定すると同時に、授業で活用しやすいように PDF 形

式だけではなく Word や Excel 形式でも資料やワークシートを掲載しました。課題研究に取り組

む先生方、生徒さんに活用していただけることを期待しています。 
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